
第２６回同友会経済サミット
「高度なグローバル人材が活躍できるまち“浜松”」

外国人にとって暮らしやすい街づくり

2020年3月26日（木）＠ホテルコンコルド浜松
静岡文化芸術大学 副学長 池上重弘

http://wwwt.suac.ac.jp/~ikegami/

HP 池上重弘研究室
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１．はじめに－講演の背景と目的－
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講演の背景と目的

• この10年で外国人をめぐる環境も変化
– 2008年のリーマン・ショックから10年

– 家族滞在の日系人派遣労働者から

– 単身で暮らすアジア系技能実習生へ

– 日系人の高齢化と第二世代の台頭、アジア系の増加

– 「特定技能」の新設で外国人単純労働者の公式受け入れ

• 高度人材の定着には地域との関係も重要

– 「21世紀の三方よし」

–静岡県、とくに浜松は「つなぎ役」人材が豊富



２．在留外国人の全国的動向と
静岡県の特色



旅行者（インバウンド）と在留外国人

旅行者
（インバウンド）

在留外国人

在留カード

3,120万人

273万人

（2018年）

＋

今日はこちらの話です
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在留外国人数の推移（各年末現在）

6出典：法務省資料

2008年秋の金融危機、
2011年3.11以降、減少、
近年また急増に転化

約３０年で2.7倍
１００万→270万

約273万
（2018年末）

全国１２位：広島県（282万人）

在留外国人 （273万人）

全国１３位：京都府（260万人）
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7出典：法務省資料

2008年秋の金融危機、
2011年3.11以降、減少、
近年また急増に転化

約３０年で2.7倍
１００万→270万

約273万
（2018年末）

1990.6改正入管法施行

日系人受入開始

1993研修１年、技能実習2年

計３年滞在

2008留学生
30万人計画

2010就学、留学を一本化

「留学」ビザ

2017技能実習法施行

３年→５年
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8出典：法務省資料

2008年秋の金融危機、
2011年3.11以降、減少、
近年また急増に転化

約３０年で2.7倍
１００万→270万

約273万
（2018年末）

2015年末→2016年末 約15万人↑

2016年末→2017年末 約18万人↑

2017年末→2018年末 約17万人↑

今後しばらくは急増局面が続くと予測

2019年6月末は

約２８３万人



国籍別在留外国人数の推移（各年末現在）

9
出典：法務省資料

２００８年秋
リーマンショック

• 中国が最多

• 韓国・朝鮮は漸
減傾向

• ブラジルは2008
以降、急減

• フィリピンは漸増

• ここ数年は

ベトナムと

ネパールが急増

２０１１年３月
東日本大震災

在留外国人の
アジア化が進行
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国籍別比較（2018年末）

１ ２ ３ ４ ５

全国

約273万人
中国

28.0%
韓国

16.5%
ベトナム

12.1%
フィリピン

9.9%
ブラジル

7.4%

静岡県

約8.9万人
ブラジル

31.2%
フィリピン

18.5%
中国

13.0%
ベトナム

10.4%
韓国
5.8%

・静岡県では依然ブラジル人比率が高い
・フィリピン、中国がそれに続く
・全国３位に急増してきたベトナムは静岡県でも４位

出典：法務省統計
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在留資格の割合（2018年末、273万人）

特別永住, 11.8

永住, 28.3

日本人の配偶者等, 5.2
定住者, 7.0永住者の配偶者等, 1.4

留学, 12.3

技能実習, 12.0

技・人・国, 8.3

家族滞在, 6.7
その他, 8.4

永住資格

40.1％

身分資格の合計
（≑「移民」）

53.6％



在留資格別比較（2018年末）

永住者 特別永住者 定住者 日本人の
配偶者等

永住者の
配偶者等

全国
53.7%

28.3% 11.8% 7.0% 5.2% 1.4%

静岡県
71.6%

41.1% 3.6% 18.7% 6.3% 1.9%

居住と就労に制限のない身分資格（欧米基準では「移民」に相当）の合計

全国：約273万人の53.7%（２人に1人）

静岡県：約9.2万人の71.6%（４人に３人）
（2018年末）

出典：法務省統計
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浜松市の在留資格別比率

永住者
34%

定住者
33%

永住者の

配偶者
1%

日本人の

配偶者
14%

特別永

住者
4%

研修・技能

実習
3% 留学

2%

家族滞在
1%

その他
8%

2008

永住者
47%

定住者
19%

永住者の

配偶者
3%

日本人の

配偶者
6%

特別永住

者
3%

研修・技能

実習
9%

留学
3%

家族滞在
3%

その他
7%

2019 6/1

出典：浜松市資料、グラフ作成は浜松国際交流協会



３．外国人雇用状況データに見る
外国人労働者



日本における外国人受入れの枠組
http://www.immi-moj.go.jp/tetuduki/kanri/qaq5.html

• 特定の就労が認められる在留資格
– 外交、公用、教授、芸術、宗教、報道、高度専門職

– 経営・管理、法律・会計業務、医療、研究、教育

– 技術・人文知識・国際業務、企業内転勤、介護

– 興行、技能、技能実習（対象職種に介護が追加）

• 就労不可の在留資格
– 文化活動、短期滞在、留学、研修、家族滞在

• 就労可否は個々の許可内容による在留資格
– 特定活動（ワーホリ、外交官の家事使用人等）

• 活動に制限のない在留資格【身分資格】
– 永住、日本人の配偶者等、永住者の配偶者等、定住者

今日の議論の対象



外国人労働者に関する日本政府のこれまでの基本スタンス

第6次雇用対策基本計画（1988年6月に閣議決定）を踏まえ、

第9次雇用対策基本計画（1999年8月に閣議決定）で示す。

①専門的、技術的分野の外国人労働者の受入

→積極的に推進

②いわゆる単純労働者の受入

→十分慎重に対応することが不可欠

しかし実態は政府のスタンスとはかけ離れていた！
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外国人受け入れの「３つのドア」

フロントドア

バックドア

サイドドア

専門的・技術的分野
特定活動（ワーホリ、EPA等）

技能実習
資格外活動（留学生バイト）
身分資格 （日系人労働者）

“不法就労”  



厚生労働省の「外国人雇用状況」届出制度

• 2007年10月に開始、2019年10月末が最新

• 雇用者は雇い入れ及び離職時に届け出

–外国人の氏名、在留資格等

–ハローワークに届け出

• 外国人労働者の雇用管理の改善や再就職
支援等が目的

– 「特別永住者」「外交」「公用」は対象外



出典：「外国人雇用状況」の届出状況まとめ【本文】（令和元年 10 月末現在）
https://www.mhlw.go.jp/content/11655000/000590310.pdf

2019年は166万人の
外国人労働者



出典：「外国人雇用状況」の届出状況まとめ【本文】（令和元年 10 月末現在）
https://www.mhlw.go.jp/content/11655000/000590310.pdf



外国人受け入れの「３つのドア」

フロントドア

バックドア

サイドドア

専門的・技術的分野 33万
特定活動（ワーホリ、EPA等） 4.1万

技能実習 38万
資格外活動（留学生バイト） 37万
身分資格 （日系人労働者） 53万

“不法就労”  



４．新たに導入された「特定技能」



外国人受け入れの「３つのドア」

フロントドア

バックドア

サイドドア

専門的・技術的分野 33万
特定活動（ワーホリ、EPA等） 4.1万
特定技能 34.5万

技能実習 38万
資格外活動（留学生バイト） 37万
身分資格 （日系人労働者） 53万

“不法就労”  



新在留資格「特定技能」

• 「特定技能」で単純労働分野の就労を認める

–技能試験＋日本語試験合格→５年滞在

• 技能実習修了者は試験免除

–技能実習５年＋特定技能５年→計１０年滞在

• 人材不足分野で就労

–当初案の分野「農業、建設、宿泊、介護、造船」

–追加案の分野「製造、水産、食品加工」

–現段階の分野「人材不足の特定産業14分野」



特定技能で受け入れる
１４の特定産業分野

第一次産業
（農林水産業）

第二次産業
（鉱工業、建設業）

第三次産業
（サービス業）

農業 素形材産業 介護

漁業 産業機械製造業 ビルクリーニング

電気・電子情報関連産業 自動車整備

建設 外食業

造船・舶用工業 宿泊

航空

飲食料品製造業

特定技能２号は、建設、造船・舶用工業の２分野のみ受け入れ可能
（ただし２年後に本格導入予定）



「特定技能」１号、2号の違い

業務 期間 家族帯同

特定技能１号 一定の技能を
要する業務

最長５年 不可

特定技能２号 熟練技能を
要する業務

更新可能 可能



しかし、

• 2019年度の受入目標：48,000人

• 2019年末時点の実績： 1,621人（3.4%）

• ５年間で34万5千人の目標ははるかに遠い

安定した外国人労働力確保には、
専門性を持った高度人材受け入れが必要



５．外国人が暮らしやすい
地域になるには



• 浜松市、静岡市、掛川市、富士市、沼津市

• 日本人調査は無作為抽出で2,000部郵送

• 16歳以上の日本人県民の方が対象

• 回答数879部（回収率44.1％）

• そのうち有効回答数は874部

• 以下のグラフは874部に対する比率（％）

静岡県多文化共生基礎調査2016
（日本人調査）



仕事 83％

友人 62％

近隣 63％

18.1%

7.3%

10.4%

6.2%

0.9%

2.7%

1.5%

1.9%

12.8%

51.8%

0.0%

82.3%

20.8%

61.6%

29.8%

8.7%

19.2%

14.2%

13.2%

63.0%

2.4%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一緒に働いている（働いていた）

学校で一緒に勉強している（していた）

友人として付き合っている（付き合っていた）

自分または親戚が外国人と結婚して日本に住んでいる（住んでいた）

外国人支援団体やNPO、国際交流のグループで一緒に活動している（していた）

子どもの通う学校でのPTA活動等を通じて一緒に活動している（していた）

宗教活動（教会など）を通じて一緒に活動している（していた）

そのほかのグループや地域活動に一緒に参加している（していた）

近くに住む外国人とあいさつ程度の付き合いはある

外国人の知り合いはいないし、付き合いを持ったこともない

無回答

付き合い程度

日本人％ 外国人％

(2016年日本人)問10 あなたは外国人と以下のような付き合いがありますか。（複数回答）

付き合いの程度を日本人調査／外国人調査で比較



外国人は日本人に対して親しみを感じる人が多い。

日本人の認識と対照的な結果。

4.0%

27.1%

39.7%

24.8%

4.3%

22.4%

42.4%

26.1%

7.5%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

とても感じる

どちらかと言えば感じる

どちらかと言えば感じない

全く感じない

無回答

親しみ程度

日本人％ 外国人％

(2016年日本人)問12 地域で暮らす外国人（外国人回答者に対しては日本人）について、どの程度親しみを感じますか。

外国人は65％が
親しみを感じている

日本人は65％が
親しみを感じない



外国人との付き合いの有無でグループ化

・なんらかの付き合いがある 44％

・付き合いがない 52％

43.7%

51.8%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

付き合いがある

付き合いがない

無回答

外国人との付き合い程度

(2016年日本人)問10 あなたは外国人と以下のような付き合いがありますか。（複数回答）



付き合いがあるグループ：親しみを感じない人が５割

付き合いがないグループ：親しみを感じない人が８割

全く感じない人も4割弱

8.0%

0.9%

41.6%

17.5%

38.5%

43.8%

11.9%

37.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

付き合いがある

付き合いがない

付き合い程度と親しみ程度の相互関係

とてもよく感じる どちらかといえば感じる どちらかといえば感じない 全く感じない



付き合いがあるグループ：親しみを感じる人が５割

付き合いがないグループ：親しみを感じない人が８割

全く感じない人も4割弱

8.0%

0.9%

41.6%

17.5%

38.5%

43.8%

11.9%

37.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

付き合いがある

付き合いがない

付き合い程度と親しみ程度の相互関係

とてもよく感じる どちらかといえば感じる どちらかといえば感じない 全く感じない

付き合いがあるグループは親しみを感じる割合が高い



「労働者」としてだけでなく、
「生活者」としての視点を！

• 企業

–安心して気持ちよく働ける労働環境の整備

• 行政・NPO

–困った時に相談できる場所の整備

• 地域

– 「ここで暮らしていいんだ」と心から思える

地域との関係づくり

外国人と地域をつなぐ上で、企業の関わりが大切



「顔の見えない」関係の危うさ

目の前に住む外国人を知ろうとしない

（知るすべもない）

マスメディアで報道される否定的イメージ
を投影 ・・・ 「外国人は恐い！」



顔が見えるためには？
▼

一緒に何かをやる！



地域とのつながりに参加

• 地域の秋祭り

• フィリピン女性30人参加

• 技能実習生

• 企業がつなぐ

• 地元自治会長の声

「同じ地域に住む住民として、

国籍にかかわらず祭りの

魅力に触れてほしい」

出典：静岡新聞2018年10月18日（木）p.18



外国人とつながる「しくみ」づくり

• 愛知県高浜市

• 技能実習生と
「バディ制度」

• バディ＝

仲間、相棒

• ベルギーの制度
をまねる

• 地元の主婦層や
学生、子どもたち

出典：毎日新聞（夕）2019年7月2日付け



「三方よし」の受け入れを！

近江商人の「三方よし」 21世紀の「三方よし」

売り手
よし

買い手
よし

世間よし

企業
よし

外国人
よし

地域よし



６．定住外国人第二世代の
若者たちへの期待
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１９９０年の日系人受け入れから３０年

年 主な出来事 第一世代 第二世代 第一世代 第二世代

1990
↓10年

1990.6
改正入管法施行

1997
技能実習制度

２５才 ０才 ３０才 ５才

2000

↓10年

2008.秋
リーマンショック

３５才 １０才 ４０才 １５才

2010

↓10年

2011.3
東日本大震災

2019.4
「特定技能」開始

４５才 ２０才 ５０才 ２５才

2020 2020
新型コロナ

５５才 ３０才 ６０才 ３５才
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静岡文化芸術大学

• 静岡県が浜松市中心部に設置。

• 公設民営で2000年開学。10年に県立の大学に。

• ２つの学部（1学年300名定員の小規模大学）

–文化政策学部

・・・国際文化学科、文化政策学科、芸術文化学科

–デザイン学部

・・・デザイン学科

• 学科の同僚に日系ブラジル人の教員も。

• 現在約十数名の定住外国人学生が在籍。
43

Shizuoka University of Art and Culture （SUAC）



静岡文化芸術大学で学ぶ
南米系外国人学生
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入学
年度

文化政策
学部

デザイン
学部

2006 1

2007

2008 2

2009

2010

2011 2

2012 4

2013 4

2014 4

2015 2

2016 4

2017 3

• 2006年度に第１号

• 2011年度以降、数名が入学

– 日本人学生と同じ入試を突破

はままつグローバルフェア（2013年2月10日）



ブラジル人第二世代の格差拡大のモデル

第一世代 第二世代

大学に進学し、語学力や異文化
適応能力を生かして、大企業の
総合職で活躍するｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材

日本語はおろかポルトガル語も
中途半端な一方、日本での生
活に慣れ、親世代が従事してい
た重労働には耐えられずバイト
でつなぐ底辺層

日本語がある程度できて、日本
の高校や専門学校を卒業して、
安定した職場で働く労働者

日本語が中途半端で、親世代の
デカセギスタイルのままとどまる
間接雇用の工場労働者
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はままつグローバルフェアより

2013年2月10日（日）＠クリエート浜松

同じ境遇の子を
支えたい！

HICE（浜松国際交流協会のサイトで動画閲覧可能
http://www.hi-hice.jp/j_report.php
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同じ背景を持つ第二世代学生が支援活動を展開
大手企業の総合職で働く卒業生も

日本で育った第二世代の若者たちが日本人と外国人
をつなぐ役割に期待

出典：朝日新聞2016年9月7日付け（夕）、9頁

出典：静岡新聞2013年3月26日付け、21頁



• この30年、定住外国人の第二世代が育つ

• 日本人と外国人の二分法を超えて

• 両者をつなぐ存在に注目

–留学生から地元企業に就職する外国人だけでなく

– 「グローバル人材の原石は足元にあり！」

日本人 外国人

留学生

定住
外国人



まとめ

• 外国人は日本人との交流を希望

• 外国人と地域の「顔の見える関係」を

• 外国人と地域をつなぐ上で企業の関与が大切

• 企業よし、外国人よし、地域よしの「三方よし」を

• 静岡県西部は定住外国人の第二世代が育つ

• 第二世代も「グローバル人材の原石」



ご清聴ありがとうございました

【最後にお知らせ】

左の本の４章１節として

池上重弘

「文化芸術活動を通じた

多文化共生の取り組み」

を執筆

2020年3月出版、学芸出版社


